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議 題
質 疑

回 答
委員名 内 容

（１）

森 口 事業の開始が秋からになるため、夏のデータが取得できないという課題に
関しての対応は。

• 本年度対象となる一般世帯のデータに関しては、データ対象期間
を昨年の１１月としており、夏期のデータ取得が可能である。

小野田 ＨＥＭＳ事業における他省庁との動きとの連携は、どのように考えているか。• 他省庁とも連携を図って進めていく。

（２）

小野田 本事業における付加価値の対象範囲はどこか。
①節電
エネルギーマネージメントに含めるのか、付加価値とするのか。
②課金
課金に使える情報としてＨＥＭＳを位置づけて事業を推進していくのか。
③事業の対象範囲（家庭のみもしくはサプライチェーンも含む）
ピーク時間帯にＨＥＭＳ通じて情報を発信して動線を集中させて全体とし
てＣＯ２を下げるという考えなども含めるか。もしくは家庭のみを範囲とす
るか。
④通信規格
家庭のインフラ統合化の関連を検討するか。

①節電
•節電に関しては直接的な目的とするわけではなく、省エネの結果節
電につながるといった形で関連がある。
②課金
•課金に関しては検討内容には含まない予定である。
•本年度ユーザーへのヒアリングを実施し、本内容が特に必要な項目
と判断されれば次年度以降で検討したい。
③事業の対象範囲
•本年度は家庭にのみ注目して事業を行う。
•④補助金の観点からＥＣＨＯＮＥＴＬｉｔｅ対応かどうかのみを現状調査
項目の１つとして検討しているが、通信規格の詳細に関しては言及し
ない。

上 田 本事業において機器の販売、データの付加価値の議論はどの程度の比重
か。

• 機器の販売においては販売数の観点から現状調査のみ行う。
• 一方データの付加価値に関しては特にどのようなデータが取るこ
とができればライフスタイルの低炭素化、事業者が利活用可能に
なるかを重視している。

上 田 現状調査では４Ｐ、企業へのヒアリングでは４Ｃを区分する理由は何か。 • ４Ｐに関しては製品を企業側から俯瞰して見る分析と認識してい
るため現状調査の項目選定に使用した。

• 一方、４Ｃ分析はカスタマー側から製品を見る分析と捉え、今回
のカスタマーである事業者側のヒアリング項目の設定に使用した。

本 藤 家庭におけるエネルギー情報の価値が低いと仮説を置く一方で、ＣＯ２削
減アドバイスに関して分析を進めるとなっている。どのように捉えればいい
か。

• 基本的には「削減アドバイスの向上」と「付加価値向上」の両方の
観点が重要であり、これらの取り組みによる相乗効果で導入・継
続利 用が可能になると考えている。

前回の検討会における質疑応答（１）

※敬称略
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議 題
質 疑

回 答
委員名 内 容

（３）

上 田 世帯のエネルギーデータの分析により、誰が使ったのかがわ
かるのか。
また、男女や年齢などを波形分類できるか。もしできれば非常
に価値が出てくる。

• 現在の取得情報ではわからないが、本事業でモデル世帯から詳
細な情報を収集し、結果を見ていきたい。

岩 船

森 口

ＨＥＭＳのどこまでの情報であればどこまでわかるかを明確に
すべき。具体的には階層的な分類を行うべき。

・ＨＥＭＳのスペック調査はどういった情報を取得するか。
・今年のモデル世帯ではどういった情報を取得するか。

• 分析の結果として反映したい。

• 資料３－１の９ページに記載
• 資料３－２の２０～２２ページに記載

喜連川

本 藤

森 口

人間のダイバーシティが大きいため、モデル世帯の２０サンプ
ルでは少ない。

ＨＥＭＳ機器を導入する事で、ＣＯ２削減行動に繋がるという点
が見えない。

この部分に関しては次回までに事務局でまとめる。

• 今年度はどのようなデータが欲しいのかを調査するため、２０世
帯に絞り込んだ。その結果を１０００世帯につなげていく。

• また、来年度以降で世帯数を増加させる予定。

（次回検討会までに整理する 本資料４ページ参照）

前回の検討会における質疑応答（２）

※敬称略
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議 題
質 疑

回 答
委員名 内 容

（３）

小野田 パッケージ化された販売を行っているが、今の時点で機器や
断熱性能など共通化されている項目を教えて欲しい。

• 次回検討会までに整理する

辰 巳 対象世帯が都道府県ごとにバラバラだが、地域の中で行うこと
で家庭同士の情報交換などの参加者間による介入が起こるの
でないか。

• 現状はバラバラであるが、来年度以降はそういったことも想定す
る。

上 田 モニタ20世帯に対して、深層心理面接から仮説を取り出し、
1000世帯で実験を行い、ＨＥＭＳを使って検証する事は考えて
いるか。

• 深層心理に関しては知見を頂きたい。対面診断だと時間が限ら
れてくるので、深層心理まで踏み込めるかはよく検討したい。

• うちエコ診断自体が1つの仮説であり、どのようにＨＥＭＳで検証
するのかが今回の事業になる。本年度は状況を把握し、来年以
降で介入の仕方でどう変わり、どのように比較するかを検討した
い。

小野田

辰 巳

年間ベースのデータ重要。例えば、エアコンを使い始める気温
などの視点がいれられるとよい。

エアコンには湿度のほうが重要。湿度のデータは取れないか

• 現在予定している機器だと湿度も取れる仕様になっている。詳し
くは調べる。

本 藤

本 藤

那須野

森 口

グループ１，２は見える化のないオール電化の住宅か。

データ取得前にＨＥＭＳを設置していると、既に行動変容があり、
ベンチマークとして使えないのでは。

グループ３ではＨＥＭＳを利用するとなっているが、実際に見て
いるかどうかをどのように把握するのか。

ＨＥＭＳの利用の有無はどのように取得するか。

• ＨＥＭＳは設置されて表示はされるが、見せないという状態。アク
セスログにより確認する。

• 過去のログを確認できるため、それが活用可能。

• 今後の検討事項としたい

• アクセスログで確認する。

前回の検討会における質疑応答（３）

※敬称略
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事業の背景とＨＥＭＳ導入の必要性

家庭部門におけるＣＯ２の削減対策

①普及が進んでいない
②継続利用されていない
③データが有効利用されていない

（出典：平成22年度温室効果ガス排出量「見える化」調査委託業務）

ライフスタイル（行動）使用機器エネルギー源

・再生可能エネルギーの導入
・蓄電池の導入 など

・省エネ型製品の買い替え
・代替製品の購入 など

・省エネ行動の実践
（使用時間短縮、設定改善など）

ＨＥＭＳ

制御（エネルギー源/機器設定） 情報提供（見える化 など）

本事業における検討範囲

どのような行動を取るべきか？どの機器を導入・使用すべきか？

ＨＥＭＳによる「見える化」のＣＯ２削減効果
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事業概要

課題に対するアプローチ

ＨＥＭＳサービスの調査
による仮説の検証

ＨＥＭＳサービスの
付加価値向上に向けた
仮説の設定

ＨＥＭＳデータの有効利用に向けた
エネルギー消費データの収集と分析

大規模データ利活用と情報保護の
あり方の検討/データベース構築

ＨＥＭＳデータによる
うちエコ診断の効果検証と要因分析

対面診断（うちエコ診断）の
効果検証に向けたデータの収集

ＨＥＭＳのうちエコ診断への
活用に向けた検討

将来的なＨＥＭＳサービスとして
「うちエコ診断」も想定

ＨＥＭＳデータの
分析結果を共有

①ＨＥＭＳサービスの調査 ②ＨＥＭＳデータの分析

③対面診断の効果検証

仮説１：
ＨＥＭＳ単体の付加価値向上に向けた解決方法

仮説２：
ＨＥＭＳ取得データを活用した付加価値向上に向けた解決方法

自立的な
システムモデルの

構築

将来的な目標として

ＣＯ２削減ポイント
など

介入方策の異なるモニターグループを設定
・対面：うちエコ診断
・非対面：見える化/他世帯比較

介入方策の差異による効果の検証
・省エネ効果の定量化
・意識・行動の変化の違い

• 本事業においては、ＨＥＭＳにおける課題解決に向けて①ＨＥＭＳサービスの調査、②ＨＥＭＳデータの収集・分

析・利用方法の検討を行う。また、将来的なＨＥＭＳサービスとして対面診断も加えることも想定し③対面診断

の効果検証を通して、ＨＥＭＳデータの有効活用に向けた検討を行う。

• これらの検討を並行して推進するとともに、必要に応じて実施結果を連携することとする。
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事業が目指す姿

想定する仕組み

今年度に実施予定

今年度実施予定外

ＨＥＭＳ導入世帯
（ユーザー）

ＨＥＭＳデータ
収集ＤＢ
（自立化）

大学・研究機関

事業者

データベース
（マルチベンダ対応）

エネルギー
消費データ

削減
アドバイス

ＣＯ２
削減ポイント

オフライン
（一部オンライン）

データ
利活用

知 見

データ
利用料

データ
利活用

データの付加価値
の向上

利用
データ収集・
情報提供

データ集約・
加工

データ利活用

ＨＥＭＳサービス
提供事業者

情報
提供

機器
制御

エネルギー
消費データ

データ
提供料

本事業で想定する最終的な仕組みは、家庭における低炭素なライフスタイルへの変革・定着を促すため、ＣＯ２削減
行動をＨＥＭＳにより定量評価し、評価に応じてインセンティブを与えるシステムモデルを早期に構築することである。
（インセンティブの原資は、事業者からのデータ利用料から得ることを想定）
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開催時期 討議事項（案）

第１回 ９月２１日（金） 平成２４年度ＨＥＭＳ利用の価値向上のための調査事業について

ＨＥＭＳ利用の付加価値向上に資する仕組みの構築のための

調査について

ＨＥＭＳデータの有効利用に向けたエネルギー消費データの

収集と分析について

対面診断におけるＨＥＭＳを活用した効果検証について

本日 １１月１４日（水） ＨＥＭＳサービスの調査結果の中間報告

ＷＥＢ，カタログによるＨＥＭＳの調査結果について

ＨＥＭＳデータ取得状況の報告および分析の方針

対面診断におけるＨＥＭＳを活用した効果検証について

モニターグループの選定および診断申込状況

効果検証に向けた分析方針

第３回 １月中旬 ＨＥＭＳデータ分析の進捗状況の報告

分析したデータの有効利用に向けた事業者へのヒアリング結果

ＨＥＭＳデータのオンライン連携テストの進捗報告

対面診断の効果検証の進捗報告

第４回 ３月上旬 最終結果報告

来年度の取り組みについて
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検討会日程・討議事項

実施済み



実施項目 ２０１２年 ２０１３年

テーマ 項 目 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

①ＨＥＭＳ利用の
付加価値向上に
資する仕組みの
構築のための調
査

②ＨＥＭＳ利用によ
るエネルギー消
費データの分析

③対面診断の効
果検証

検討会の実施

事業スケジュール

ＨＥＭＳサービスの付加価値
向上に向けた仮説の設定

ＨＥＭＳサービスの調査による
仮説の検証

ＨＥＭＳデータの
有効利用に向けた

エネルギー消費データの分析

大規模データ利活用と
情報保護のあり方の検討
/データベース構築
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ＨＥＭＳデータの収集

ＨＥＭＳデータの分析

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作成

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築

ﾄﾗｲｱﾙ 課題整理ＷＧＷＧ ＷＧＷＧ

仮説設定

ＨＥＭＳ現状調査

ﾕｰｻﾞｰ・事業者へのﾋｱﾘﾝｸﾞ

分析計画の策定

データの収集

効果検証/要因分析

ＨＥＭＳの活用検討

ﾓﾆﾀｰ募集ﾓﾆﾀｰ募集 診断実施診断実施 ＨＥＭＳデータおよびアンケートデータの分析

ＷＥＢ診断の有効性の検証

１ ２ ３ ４

ＷＧＷＧ ワーキンググループの開催

仮説検証

ＨＥＭＳデータの収集

ｵﾝﾗｲﾝ連携ﾃｽﾄ


